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 昨年は皆さまの多大なご協

力により、ＪＰ労組の二人目の

組織内議員となる「小沢まさひ

と」参議院議員を誕生させるこ

とができました。 

 また新潟選挙区では、野党統

一候補「打越さく良」さんの勝

利にも、大きく貢献いただきま

した。 

 あらためて、皆さまの力強い

ご支援に対して感謝申し上げ

ます。 

 昨年は、かんぽ生命をはじめ

グループ各社の課題が表面化

した年でもありました。 

小沢議員には、郵政各社の課

題はもちろん、年金や医療・介

護など高齢者の課題、そして何

より安倍政権により脅かされ

続けている平和と民主主義そ

して憲法を守るために、先輩で

ある難波議員とともにご奮闘

されることを大いに期待いた

します。 

 昨年は、全国で自然災害が頻

繁に発生しました。 

 信越においても、６月の山形

県沖地震では、村上市が震度６

強の激震に襲われ、多くの家屋

等が被災しました。 

 １０月の台風１９号では、長

野市近郊の千曲川堤防が決壊

し、多くの家屋が流失・損害を

被るとともに、尊い人命が失わ

れました。 

 もはや自然災害は珍しいこと

ではなく、何時どこで発生して

も不思議ではなくなりました。 

 災害は他人事ではなく、自ら

の問題として最低限の備えを

するとともに、避難を含む地域

防災の取り組みの必要性を実

感しました。 

ＪＰ労組新潟連協退職者の会 

会 長  戸 田 庄 一 

 政治は、「おごり高ぶりここに極

まれり」の状況です。 

 国会では、まともな議論が行われ

ず、はぐらかしの答弁が当たり前、

与党議員は政府の方針を追認する

だけ、総理を「よいしょ」する質問

に至っては、資質を疑う以前に恥ず

かしくなります。 

 このような状況にした最大の要

因は、国政選挙で６連勝を許してき

たからで、加えて受け皿となるべき

野党の混乱と体たらくが、あきらめ

と低投票率につながっており、私た

ちの運動の弱さについても反省し

なければなりません。 

 今年中に総選挙が行われるとさ

れています。「流れを変えるのは自

らの一票」との思いで臨みます。 

明けまして おめでとうございます 
 

会員の皆さまには、健やかに新しい年を 

お迎えのこととお慶び申し上げます 

 退職者の会は、結成から５年が経過しました。新潟の組織は順調に

推移しているとの感もありますが、会員の減少、役員の高齢化等々課

題も少なくありません。初心に帰り、組織の在り方全体を再検討する

年にしたいと思います。 

 皆さまが健康でお元気に過ごされることを祈念し、年頭のあいさつ

といたします。今年もよろしくお願いいたします。 

本年も よろしくお願い申し上げます 

 幹 事 渡 辺 三 利 幹 事 相 﨑 重 明 

幹 事 中 川 健 二 幹 事 渡 辺 五四六 

会  長 戸 田 庄 一 幹 事 本 間   彰 幹 事 佐 藤 康 二 

副 会 長 小 林 政 秋 幹 事 曽 我 勝 治 幹 事 島 田 福 男 

副 会 長 箱 田 節 子 幹 事 佐 藤 修 一 幹 事 金 勝 隆 保 

事務局長 山 田 太 郎 幹 事 揖 斐 健 次 幹 事 長谷川   茂 

事務局次長 山 岸    篤 幹 事 石 田   力 会計監査 保 坂 良 久 

 

ＪＰ労組新潟連協 

退職者の会幹事会  
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 一方、日本郵政グループ内における「かんぽ不適

正営業」をはじめとした数々の不祥事案が、報道に

より明らかになりました。 

 これまでの間、諸先輩方が築き上げてきた郵政

ブランド「信用と信頼」を損ねたことなどに対し、

深くお詫び申し上げる次第です。 

 今後は、職場風土改革やチェック機能の強化な

ど、ＪＰ労組組織がまさに一丸となり、抜本的な見

直しを経営陣に迫る覚悟です。ご理解を賜ります

ようお願いいたします。 

 設立６年目を迎え、さらにきめ細かな運動を展

開されている新潟連協退職者の会ですが、現役の

６５歳定年制導入を控えるなど、「会員の加入者拡

大」は喫緊の課題となっています。 

 私たち現役の情報提供や声掛けは勿論、現退一

体となり取り組みを進めて参りましょう。 

 結びに、皆々さまのご健勝とご多幸を祈念申し

上げ、年頭のごあいさつといたします。 

 本年も、何卒よろしくお願い申し上げます。 

ＪＰ労組新潟連絡協議会 

議 長   木 伏 寿 幸 

ＪＰ共済生協信越地方部 

部 長  米 持 正 道 

         明けましておめでとうござい 

ます。ＪＰ労組新潟連協退職者の 

会 会員ならびにご家族の皆さま 

におかれましては、健やかに新年をお迎えのこと

とお慶び申し上げます。 

 昨年は、１２年に一度の亥年選挙、春の統一地方

選挙及び夏の参議院選挙では、ＪＰ労組推薦候補

の当選に向けた取り組みにご支援とご協力をいた

だき、改めて感謝を申し上げます。 

 結果は、国会をはじめとした各級議会における

与党・自民勢力、安倍一強体制を崩すことはできま

せんでしたが、参院選・新潟選挙区では、相手候補・

自民陣営の忖度発言やパワハラ報道に対し、「打越

さく良氏完勝」という形で、新潟の良識を全国に示

したと言えます。 

 また、比例代表では、組織内候補「小沢まさひと」

氏が立憲民主党・比例第３位という高位での勝利

を果たすことができました。本当に有難うござい

ました。 

 あけましておめでとうございます。 

 退職者の会の皆さまには、健やかな初春をお迎

えのこととお慶び申し上げます。 

 平素は、ＪＰ共済生協（ポストライフ）の取り組

みに、ご理解とご協力を賜り誠にありがとうござ

います。 

 さて、昨年は自然災害が多発した「平成」という

時代から、「令和」へと元号が変わり、災害が少な

い時代への幕開けとの期待も大きかったわけです

が、元年早々から自然災害の猛威に直面すること

となってしまいました。 

 ここ数年、大きな災害に見舞われていなかった

信越においても、６月１８日に山形県沖を震源と

するＭ６.７の地震により、村上市で震度６強を観

測しましたし、１０月１２日～１３日にかけては、

台風１９号により長野県の東北信を中心に甚大な

被害を及ぼしました。 

 被災されました皆さまに、お 

見舞いを申し上げますとともに、 

「いつ・どこで・何が起きても不 

思議ではない」という状況を、まさに身近に感じた

年となりました。 

 「万が一への備え」はしっかりできているのか。

この機会に改めて、ご自身のご契約内容をご確認

いただければと思います。 

 今年は子年です。子年は十二支の最初の干支で

あることから、新しい運気のサイクルの始まりと

も言われています。植物に例えると成長に向かっ

て種子が膨らみ始める時期であり、未来への大い

なる可能性を感じさせます。 

 本年が皆さまにとりまして、ご健勝で更なる成

長の一年となりますようご祈念申し上げ、年頭の

あいさつといたします。 
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て
、
前
置
き
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長
く
な
り
ま
し
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が
、

こ
の
大
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濃
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毎
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が
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れ
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す
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分
水
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事
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日
本
一
長
い
「
信
濃
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」、
源
流
は
長
野
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で
千
曲
川
と
言
わ
れ
、
こ
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度
の
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風
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き
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け
ま
し
た
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を
造

る
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事
で
し
た
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 昨年の１２月 １０日、第 １回共済専門委員会を開催し、

次の２つの課題について検討しました。 

２月２５日の第２回専門委員会で、具体的な取り組み

内容をまとめ、３月の連協幹事会に報告し、各支部へ

の具体的な取り組みを要請することとしました。 

① 旧新潟総合生協の 

出資金の扱い 

② 自然災害と、どう向 

き合い、命と生活を守  

るために、どう意識を 

変え行動するのか 
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新潟連協退職者の会 ２０１９年度の具体的な取り組み 

新潟連協退職者の会の「２０１９年度の具体的な

取り組み」は、昨年の参議院選挙の関係から各級機

関大会や総会が２ヶ月以上遅れ、１１月１２日開催

の「支部・ブロック代表者会議」からが実質的なス

タートとなりました。 

主な取り組みは、 

① 会員拡大と現退一体の取り組み 

 ・３月１日、ＪＰ支部三役と連協幹事による合 

同集会と、支部単位での協議を実施 

② 組織慶弔制度（喜寿・米寿・死亡）の見直し 

  ・昨年１２月の第１回中央幹事会で、集中討議 

  ・今年３月の第２回中央幹事会で、まとめ討議 

  ・それを受け、新潟連協では、４月の連協拡大 

「支部・ブロック代表者会議」で周知・討議 

  ・６月１１日、ＪＰ労組第１３回定期全国大会 

  ・７月２日、退職者の会第６回全国総会で、見 

直し改善の議論と意識統一 

③ 組織運営課題の検討 

 ・支部組織の再編（暫定扱いの解消） 

 ・地方総会・連協総会・連協幹事会の定数等 

 ・３月の連協幹事会、４月の支部代表者会議で 

  集中討議し、連協総会に向け整理する 

④ 新潟ろうきんシニア倶楽部会員拡大の取り組み 

 ⑤ みらい研（政治団体）会員拡大の取り組み 

  ・会員名簿の点検と整理 

  ・整理後に目標に向けた会員の拡大 

 ⑥ 会議の変更 

  ・昨年１１月の支部代表者会議で決定していた 

   ４月に開催予定の「支部・ブロック間交流会」 

   を中止し、拡大「支部・ブロック代表者会議」 

   に変更し、前述の優先課題について意識統一 

を図る 

第１回連協共済専門委員会を開催 

役 職 氏  名 

委 員 長 山田 太郎 

事務局長 山岸  篤 

事務局次長 佐藤 修一 

委 員 高橋 延明 

委 員 三浦 正郎 
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登山歴は、高校時代からですから５０年です。 

新潟中央郵便局で働き出すと、すぐに市内の社会

人山岳会（峡彩山岳会）に入会、主に県内の藪山や

沢登り・積雪期の登山にのめり込まされました。 

 上部団体の新潟県山岳協会の行事や講習会に出

ると必ず、白髪、白い眉、浅黒い顔をしたギョロ眼

の御大がいて、その指揮を執っていました。新発田

局の大先輩、五十嵐篤雄氏（故人・著書に「飯豊道」）

でありました。 

 本県の山岳界の重鎮で、その温厚な人柄と行動

力で皆を引っ張り、二王子岳の遭難救助等に活躍

されていました。同じ仕事の仲間、組合の仲間とい

うことで、ずいぶんと指導を受けました。あのよう

な人になりたいと思い励んできました。 

 しかし、山は楽しいことばかりではありません。

親しい仲間を２人失いました。２人とも前途ある

若者で、ご両親ご家族の悲しみたるや、とても言葉 

で言い表せるものではありません。絶対に山で死

んではならないと思いました。 

私自身も墜落してロープに宙吊りになったり、

足の骨折で帰ることができなかったりした事があ

ります。生と死は、紙一重だと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 警察庁の調べにより 

ますと、昨年は山で３,１００人以上が遭難し、死

者・行方不明者は３４２人です。その原因のトッ

プは、断トツで道迷いです。 

 下山中に道がわからなくなり、動き回って体力

を消耗し力尽きる。または、登り返すことを忘れ、

下へ下へと歩けば自然に沢筋に入って滝が現れピ

ンチとなる。迷ったら、わかる所まで引き返す（登

り返す）ことが大原則です。 

 退職してから登山を始められる方も多いと思い

ます。豊かな自然にふれ、体力を維持し、さわや

かな汗がかけて、お金はあまりかかりません。 

 必ずや無事に帰ってくるために、次のことをお

願いしたいのです。 

① 一人で山に登らない 

② 雨具・ヘッドランプは日帰りでも持ち歩く 

③ 登山計画書を登山口のポストに１枚、奥様に 

  １枚提出する 

④ 普段のトレーニングを欠かさない 

どうか安全登山で、自分のレベルに合ったコー

スを楽しんでください。 

今回の頑張り人は、長年登山の 

普及と安全対策に取り組んでいる 

新潟県山岳協会理事長の  

楡井利幸さんです（西蒲原支部） 

豪
華
な
衣
装
を
ま
と
い
、
高
さ
15
セ
ン
チ
も
の

三
枚
歯
黒
塗
り
の
高
下
駄
を
履
き
、
独
特
の
外
八

文
字
の
歩
き
方
を
披
露
し
、「
手
古
舞
」「
新
造
」

「
か
む
ろ
」「
舞
子
」
な
ど
、
総
勢
約
60
名
の
付
き

人
を
従
え
て
練
り
歩
く
様
は
、
正
に
豪
華
絢
爛
と

言
え
ま
す
。 

毎
年
、
四
月 

の
第
三
日
曜
日
、 

午
前
は
本
町
通 

り
、
午
後
は
堤 

防
を
歩
き
、
雨 

天
は
体
育
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
衣
装
の
素
晴
ら
し
さ
、
花
魁
の
時
代
背
景
、

粋
な
遊
び
人
達
を
想
像
し
な
が
ら
観
賞
し
て
も
ら

え
れ
ば
、
ま
た
一
味
違
う
見
学
に
な
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

西
蒲
原
支
部
（
分
水
分
会
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

星 

野 

一 

幸 

記 

⑲ 

安全に 山を楽しむために 

2 0 1 8 年 1 0 月 谷 川 岳 
  一ノ倉沢を登って  

い か ら し とくお  



〒951-8799 新潟中郵便局内 

ＪＰ労組新潟連協  

退職者の会 まで郵送 

2020 年 1 月 1  日    ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」第２３号               ５      

台風１９号災害  救援カンパ  
ご協力に  感謝いたします  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

投
稿
コ
ー
ナ
ー 

 

俳 句・短 歌・川 柳 
手作り作品・絵手紙 
写 真・書 道・絵 画 

初
春
や 

阿
弥
陀
の
顔
の 

穏
や
か
に 

 
 

 

元
旦
、
お
寺
に
年
始
に
行
く
。
外
は
霙
だ
っ
た

が
、
阿
弥
陀
如
来
本
尊
は
穏
や
か
な
お
顔
を
し

て
お
り
、
今
年
は
良
い
事
が
あ
り
そ
う
だ
。 

兎

跳

び

 

し

た

の

は

昔

 

初

詣 
 

 
 
 

約
五
十
段
の
石
段
を
兎
跳
び
で
郵
便
を
配
っ

た
そ
ん
な
思
い
で
の
階
段
の
初
詣
で
、
し
ん
ど

い
齢
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

中
越
支
部
（
柏
崎
ブ
ロ
ッ
ク
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

角 

山 

徳 

郎 
 

を募集しています。 応募は、葉書か

適宜な用紙に「作品・支部・氏名」を

記入。また、絵画・書・手作り作品は、

写真に撮って封書で送付下さい。 

〈句
集
「あ
ゆ
み
九
号
」よ
り
〉 

台風１９号災害 

「救援・緊急カンパ」 12/10最終集約 

支部・ﾌﾞﾛｯｸ 金  額 

下   越 １３,０００円 

新   津 ４９,４００円 

西 蒲 原 ５５,０００円 

三   条 ２０,０００円 

 中越（長岡） ７１,９６０円 

 中越（柏崎） ３３,０００円 

魚  沼 ５,５００円 

高  田 １０８,５００円 

上  越 ６３,３００円 

連協幹事会 １９,２４０円 

合  計 ４３８,９００円 

 

氏

神

を

 

祭

る

海

に

 

雪

が

舞

う

山
茶
花
の 

落
下
狼
藉 

木
枯
ら
し
や 

高 

田 

支 

部 

 
 

 
 

 
 

 
 

小 

島 

昌 

一 
 

水 墨 画  高田支部 

斉 藤  千 恵 子 さん 

日 

本 

画 (

小
千
谷
市
展) 

小
千
谷
市
長
賞
を
受
賞 

中
越
支
部(

長
岡
ブ
ロ
ッ
ク)

 

 
 

 
相 
﨑  

重 

明 

さ
ん 

昨年の１０月１２日～１３日にかけての台風１９号は、これまでにない 

記録的な大雨を降らせ、広範囲に甚大な被害をもたらしました。  

隣の長野県でも、千曲川流域を中心に各地で水害が発生し、多  

くの住民が被災され、今後の生活に不安を抱えています。 

この被害に対し、退職者の会として全国的に緊急カンパを取り組  

むことになり、新潟連協では１１月 １２日～１２月 １０日までの短期間の 

取り組みではありましたが、前もって葉書で主旨を連絡した後に集 

金するなど創意工夫した支部もあり、 

多くの支援金が集まりました。 

新潟連協で集約したカンパ金は連合  

に送金し、関係地方連合会の被災者救  

援活動費の一部として拠出されます。 

 会員の皆さまから ご協力と 

ご支援をいただき 

ありがとうございました 

決壊した千曲川の堤防近くに
ある畑では沢山のリンゴが泥
につかっていた(10/16午後撮) 



おめでとうございます

お悔やみ申し上げます 

（２０１９年１０月～１１月）  （敬称略） 

６      2020 年 1 月 1 日      ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」第２３号 

 新潟連協で、昨年の８月～１１月末日まで取り組ん

できた「核兵器廃絶１０００万署名」が、会員の皆さま

やご家族等、多くの方からご協力をいただき、合計

で、４ ,４２５筆を集約することができました。 

 ご協力いただいた今回の署名は、１２月３日に連合

本部に郵送してあり、今年４月に開催の「核兵器不拡

散条約（ＮＰＴ）再検討会議」にあわせ、国際連合事務

総長と日本の内閣総理大臣に提出されます。 

   ご協力  ありがとうございました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２０１９年１０月～１１月）  （敬称略） 

県 内 全 支 部 の  

慶 弔 者 名 を 掲 載 し ま す  

慶事 月 お 名 前 支  部 

喜 
 
 

寿 
10   

月 

大橋 トシ 新 潟 

成田 孝栄 下 越 

後藤 雅子 西蒲原 

水野 弘子 西蒲原 

吉田 省三 西蒲原 

鈴木 輝夫 中越（長岡） 

11 

月 

石沢 建夫 新 潟 

伊藤 通子 下 越 

相羽  勝 高 田 

五十嵐昭一 上 越 

米 
 

寿 

10  

月 

宮尾 源蔵 新 潟 

庄司 イツ 新 潟 

佐藤 芳男 下 越 

阿部 清弘 新 津 

11 

月 

佐藤喜美子 新 潟 

斉藤 貞子 新 潟 

渡辺 一男 新 潟 

 

 

月 お 名 前 支  部 ご逝去日 

10 
 
 

月 

池田 修次 新 潟   ２日 

相崎 修司 中越（長岡）  ５日 

藤井與之亮 下 越  ６日 

岩橋喜美子 新 潟  ８日 

仲野 好一 中越（長岡）  ８日 

上杉 正弘 中越（柏崎）  ８日 

11  
 

月 

田村 照子 新 潟  １日 

星野 信行 中越（長岡）  ７日 

小林 厚雄 中越（長岡） １０日 

宮尾 源蔵 新 潟 １５日 

早津 春子 上 越 １９日 

菊池 ミチ 下 越 ２２日 

根立  進 中越（柏崎） ３０日 
 

前号（第２２号）の「お知らせコー  

ナー」新入会員ご紹介欄に記載の、新津 

支部・小林さんのお名前が誤っていまし 

たので、お詫びして訂正いたします。 

   （誤） 小 林 篤 雄 

   （正） 小 林 篤 夫 

お 詫 び と 訂 正 

核兵器廃絶１０００万署名 

４ ,４２５筆を集約する 

支部・ﾌﾞﾛｯｸ 送付枚数 集約枚数 筆  数 

新  潟 １００ １０３ ５１５ 

佐  渡 ３０ ２２ １１０ 

下  越 ９０ ９４ ４７０ 

新  津 ７０ ７５ ３７５ 

西 蒲 原 ４０ ４２ ２１０ 

三  条 ５０ ５３ ２６５ 

中越（長岡） １００ ２４０ １,２００ 

中越（柏崎） ３０ ２５ １２５ 

魚  沼 ６０ ６６ ３３０ 

高  田 ６０ ９５ ４７５ 

上  越 ７０ ７０ ３５０ 

合  計 700 枚×５筆 ８８５枚 ４,４２５筆 

 

今年４月１２日投開票の佐渡市議会議員選挙に、
現・新潟連協幹事で、前・佐渡退連事務局次長の 

中川健二（66歳）さんが、各方面から 

の要請により立候補を決意し、佐渡 

の繁栄に向け努力したいと訴えな 

がら、支持拡大に奮闘中です。 

（ＪＰ労組組織内予定候補） 

佐渡市に親戚・友人・知人などが 

おられる方は、ぜひご紹介ください。 


